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『ロ ミオ と ジ ュ リエ ッ ト』 の 劇 構戒
一 反復 ・類 似 ・対 照一 一
■
市 川 噛真 理 子
1
シ ェイ クス ピアの 腿 ミオ と ジ ュリ土 ッ ト』(Willia皿Shakespeare:丁 肋
万 α望の(ザRo〃Zθ0侃4ル 舵 ∫)1)とその粉本 であ るアーサ ー ・ブル ックの 『ロ
ミアス とジ ュ リエ ッ トの悲話』(ArthurBrooke:勉87勉9嬬〃 疏5'oη8ρ/
Ro〃z6鰯 伽41%1観)2)と を比較す る ことに よ って,我 々は シ ェイ クス ピアが ス
トー リーに関 してはほぼ完全 に ブル ックに負 うてい ることを知 ると同時 に,rロ
ミオ とジ ュリエ ッ ト』の構成 は彼 独 自の ものであ るこ とも確信 す る。 この劇 が
いかな る構成 で仕立 て上 げ られてい るか,す なわ ち,い か な るシー ンあるいは
シ ー,ンの下位単位 とな るものがいかな る配列 で並 べ られ てい るか,と い うこと
を考え るこ とが本論 の 目的 であ る。
II
まず最初に,こ の劇の幕開き ・真中 ・終幕に認め られる類似性について考え
たい。
プ ロロコグ
『ロミオとジュリエ ット』には幕開きの序詞が付け られている。 しかし,そ
れはまだ劇の中の人物の言葉ではな くて,観 客と同様劇の外の人間である劇団
の代表者が,観 客にこれか ら演 じる劇の大筋を説明して,静 粛を乞 う口上であ
1)シ ェ イ ク ス ピ ア 劇 か ら の 引 用 及 び 幕 ・場 ・行 の 言 及 は す べ て リ ヴ ァ ー サ イ ド版(丁 加
R勿6ノ 鋸 θS肋 た召3ρ¢α76,ed.G.BlakemoreEvans(H◎ugl」tonMi田in,1974))
に 拠 る 。
2)ArthurBrook6,丁加 丁7αgゴcα 〃1五s'07ッ6幽o/1～o初 θ%sα 鋸/協 読(1562),rpt.in
Geo登reyBuiヱough,ed.,2Vσ7駕'勿6σ π40プ σ〃2α'ゴ05∂ κκ65ζ ゾ5乃 θ加3ρ8θ78
(Routledge&KeganPau1;ColumbiaUniv.Press,1957),Vol.1,pp.284-363.
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る。序詞役が退場すると,以 下の順序で多 くの人物が登場す るが,'そ れは儀式
的と言える程に序列(キ ャピュレット(Capulet)∴ モソタギ ュー(Montague)
両家関係者についての身分系列と,共 同体の治安維持に携わる者についての身
分系列 とが混 じてはいるが)と 対称性(各 段階におけ る両家の均衡)と 平等性
(段階が進む度に,両 家の うちどちら側の者が先に登場 するかとい うことが 逆
転する)が 重視 された順序である。
L1.
2.
II.3.
4.
III.5.
IV.6.
7.
V.8.
キ ャ ピ ュ レ ッ ト家 の 使 用 人 サ ン プ ス ソ(Sampson)と グ レ ゴ リ ー
(Gregory)(1.i.o.s.d.)
モ ン タ ギ ュ ー 家 の 使 用 人 エ イ ブ ラ ム(Abram)と ノミル サ ザ ー
(Balthasar)(33s.d.)
モ ン タ ギ ュ ー の 甥 ベ ン ヴ ォ リ オ(Benvolio)(58s.d.)
キ ャ ピ ュ レ ッ ト夫 人(LadyCapulet)の甥 テ ィ・ミル ト(Tybalt)
'(66s
.d.)
市 民(Citizens)三,四人
キ ャ ピ ュ レ ッ トと キ ャ ピ ュ レ ヅ ト夫 人
モ ン タ ギ ュ ー と モ ソ タ ギ ュ ー 夫 人(LadyMontague)
(73s.d.)
(75s.d.)
(79s.d.)
ヴ ェ ロ ー ナ の 君 主 エ ス カ ラ ス 公(PrinceEscalus)と従 者(Train)
(81s.d.)
使用人階級の者たちの子供 じみた喧嘩 とい うささいな発端(1)が 両家血筋の若
者たちの出現を機に乱闘に変 り(II),そ れは市民が両家を非難する叫 び を 挙
げなが ら出動す ることに より,両 家関係者の間だけの騒ぎでは済ま な くな る
(III)。そして両家の最高責任者 も争いに加わ りかけたところで(IV),遂 に共同
体の統治者が現われて怒 りの言葉を連ね る(V)。
君主を始めとしてほとんど全員が退場 した後モ ンタギュー夫妻とベンヴォリ
オがそのまま舞台上に残るため,シ ーンは形式上続 くのだが,劇 はそ こで新た
な局面に入る。つまり君主たちの退場 まで(1.i.1-103)が,事 実上 この劇 の最
初の一区切 りである。本論ではこの箇所を指 して 「幕開き」ということにする。
幕開きは今見たように,一 つ一つが乱闘事件の発展段階に見合 う五つの下位区
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分 の集積 と して も捉 え られ るが,サ ソプス ソとグ レゴ リーの掛け合 いの段(11.
1-32)を 始め とす る八つの段 の集積 と して も捉 え られ る。(本 論 では,主 として
トビツク
他の人物の登場や今までいた人物の退場を機に一つの話題の言葉の遣 り取 りが
終るまでを 「段」 と呼ぶ。)い ずれに しても最後の段(区 分)で ある君主の登場
以後(11.81-103)は その段までの現象の総括(意 味付け)と なっている。そ
の段の言葉は,キ ャピュレッ ト,モ ンタギェーを前に してなされる君主の宣言
として語 られ るものであるが,そ こで明言されるのは,(そ の段までに乱闘と
い う形で示された)両 家の敵対関係が どれ程共同体ヴェローナの治安を乱 して
いるか とい うことである。
Rebellioussubjects,enemiestopeace,...
Threecivilbfawls,bredofana三ryword,
Bythee,oldCapulet,andMontague,
Havethricedisturb'dthequietofourstreets,
AndmadeVerona'sancientcitizens
Castbytheifgfavebeseemingornaments
Towie正doldpartisans,inhandsasold,
Cank'redwithpeace,topartyourcank'redhate; 9,■
(1.i.81-95)
幕開 きでは まだ劇 の表 題の人物で ある ロ ミオ とジ ュ リエ ッ トは,登 場す ること
を許 されて もい なけれ ば話題にす らされてい ない ことを付言 してお く。
ところ'で,ブ ル ックもrロ ミアス とジ ュリエ ッ トの悲話』 の場所 と時代の設
定 を した後,両 家 の間に くす ぶ り続 けてい る敵意 について語 る ことで詩 を始 め
てい る。 しか しそれ(11.25-50)は あ くまで も 『悲話 』 となる事件 が起 る環境
の設 定で あ り,こ の詩 の中で最初に起 る出来事 は,キ ャピ レッ ト(Capeletor
Capilet)家 の ク リス マス ・パ ーテ ィー,つ ま りロ ミアス と ジ三 リエ ヅ トの出会
いであ る。 そ して実際に この詩 の中で起 る喧嘩 騒動は,巨 ミアスが テ ィバ ル ト
(TibaltorTybalt)を 殺 して しま う致命 的な喧嘩 が一 度あ るだ けであ り,そ
れは全3020行 中955-1050行,つ ま り始 めか ら三 分の一 の場所 に位置す る。 ロ
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ミオの追放 を招 く喧嘩は劇 では中間に位置す るシー ンにあ り,従 ってrロ ミオ
とジュ リエ ヅ ト』 では二度(終 幕 におけ るパ リス(Paris)と ロ ミオ の切 り合い
も含めれば三 度)争 いが起 る。詩作 の場合,長 さの制約は 存在 しないか,あ る
として も極 めて緩い もので あろ う。一方,生 身の役者 に よって演 じられ,観 客
に よって見 られ るζとを 目的 として いる劇 の場合,観 客 の注意力が持続す る時 、
間には当然限度 があ り,従 って劇作 には予 め長 さの上で の制 約が働 くはず であ
る。 ところが 『ロ ミオ とジ ュ リエ ッ ト』 では,一 度だけ起 れば不都合 はな さそ
うであ るのに もかかわ らず,二 度(あ るいは三度)も 喧嘩 騒 ぎが起 ってい る。
これ は一体 どの よ うな効果 を生 じてい るのであろ うか。
二度 目の乱 闘の場で あ る,劇 の中間 に位 置す る第三 幕第 一場。こ こでは マー
キ ューシオ(Mercutio)と テ ィ・ミル トが死に,テ ィバル トを刺 し殺 して しま った
ロ ミオは追放 の身 とな る。 これ を転機にそれ まで二人 の結 婚に向 って進 んでい
た劇 は,こ こで二 人の別離そ して死へ と向 う。つ ま り第三幕第 一場は この劇 の
折 り返 し点 であ り,展 開上極 めて重 要な シー ンであ る。そ して今特に 問題 に し
たいのは,幕 開き とこのシー ソとが対を な してい る とい うこと一 別 の言 い方
ヴア リエイシヨソ
をすれば,こ のシーンは幕開きの 変 形 であるとい うことである。
第三幕第一場は幕開きと類似 した言葉の遣 り取 りで始 まる。すなわち,最 初
のべソヴォリオの言葉は幕開きのサ ソプスソの言葉 と対をなし,一 方はキャピ
ュレット家の者に出会った らただでは済 まないのではないかとい う気遣い,他
方はモンタギュー家の者を見かけた らただでは置かない とい う意気込みな表明
している。
B6%.Ipraythee,goodMercutio,let'sretire.
Thedayishot,theCapelsareabroad,
Andifwemeetweshallnotscapeabrawl,
Fornow,thesehotday呂,isthemadbloodstirring.(III.i.1-4)
Sα 甥.Gregory,on ,myword,we'llnotcarrycoals_..Imean,
andweb6incholer,we'lldraw....Istrikequickly,being
mov'd....Adogofth6houseofMontaguemovesme....Adog
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0fthathouseshallmovemetostand!Iwilltakethewallof
anymanoτmaidofMontague's.(1.i.1-12)
また,同 伴者の用心深さあるいは興奮ぶ りを茶化す もう一人の人物 の 言 葉 は
トドソ`move'の しゃれ を共通 に持っていて,つ ま り調子 ・言葉 使い と もに酷似 して い
る。
漉 プ.Come,come,thouartashotaJack'inthymoodasany
inltaly,andassoonmov'dtobemoody,andassoonmoodytobe
mov'd..(III.i.11-13)
G76.Tomoveistostir,andtobevaliantistostand;there.
fore,ifthouartmov'd,thourun'staway.脳(1.i.9-10>
第三幕第一場最初 のベンヴォリオの 言葉を以 って,第 二幕を通 してず6と
ロミオとジュリエ ットの結婚に向っていた劇の流れが再び両家の敵対関係に戻
る。このシーンの始まり方は,喧 嘩は避けられないであろ うこと,そ して二度
目に当る今度の喧嘩は大事に到るであろうことを暗示 している。そ してそのこ
とを劇の受容老が察知するとした ら,そ れは一つには劇を見る者あるいは読む
者に特有の勘でこの種の心配力淋巳憂には終 らないことを見抜 くか らで は な い
か。 さらにもう一つは,幕 開きの始まり方 とこのシーソの始まり方 との類似性
が受容者の類推の想像力を刺激するか らではないか と想像される。幕開きにお
ける君主の宣言一
∬everyoudisturbourstreetsα8㍑∫π
Yourlivesshallpaytheforfeitofthepeace.
(ltali6smine,1.i.96-97)
一 は取 り立 ててそ のよ うな仮 定がな され ることの作用 で,受 容者に漠然.と条
件節 の内容が実 現す る(乱 闘 騒 ぎが再び発生す る)こ とを予測 させ る効 力を持
コ ロ
っていると考えられるが,劇 の流れの変化 とともにその予感は麻痺させ られ る
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だろ う。第三幕の初めの言葉にはそれを再び目覚めさせ,確i信 させ る力がある
のではないだろうか。逆に言えぽ,第 三幕初めの言葉に して も,ま た幕開きの
君主の言葉に しても,今 想像 したような受容者の精神活動を刺激 したとき,そ
れ らの言葉の表面上の意味だけではな くて,劇 の中に,し か もそれ らが置かれ
ている位置に存在することの価値を与えられるのであ り,つ ま りは 劇の 受 容
者,端 的には観客の精神作用を受けて表面通 りの意味以上の意味を帯びること
を前提として存在 している。本論でしば しぼ観客が問題にされ るのはこのため
である。しか し,本 論で く観客〉が特に選ばれ るのは観客が劇の本来の受容者
であるか らであ り,受 容条件は多少異るがやは り受容者である 〈読者〉を排除
することが 目的とされているわけではないことを最初に断 って置きたい。
第三幕第一場に登場する人物を,幕 開きとの比較の便宣を計 った整理を施 し
て登場順に列挙す ると次のようになる。なお,こ のシーソでは幕開きと違 って
人物の中途退場及び再登場が多いが,そ れは表には反映 されない。人物の登場
や退場は多 くの場合最も明瞭な段と段の区切れ目となるものであるか ら,従 っ
てこのシーソを構成する段の数 も表示されない。
1.1.
?
君 主の縁者 マーキ ューシナ とモ ンタギ ューの甥ベ ンヴ ォ リオ及び
彼 らの召 し使 い(PageandMen)(III.i。o.s.d。)
キ ャピュ レッ ト夫人 の甥テ ィバル ト他(そ の中にペ トル ー キ オ
(Petruchio)と い う名 の 者 を 含 む)
3.ロ ミオ
II.市 民
III.君 主 と従 者
モ ン タ ギ ュ ー と モ ン タ ギ ュ ー 夫 人
キ ャ ピ ュ レ ッ トと キ ャ ピ ュ レ ッ ト夫 人
(35s.d.)
(56s.d.)
(137s.d.)
(141s.d,)
(141s.d.)
(141s.d.)3)
このシー ンでは使用人階級だけの登場は省かれ,い きな り両家血縁の若者たち
(と一応言って置 く)の 登場で始 まるのだが,相 手の挙げ足を取 って喧嘩を売
3)Cf.`E漉7PRINCE,014MONTAGUE,CAPULET,ゴ 履7WIVES,砺4σ 〃'(141s,
d.).
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る者とそれを買 う者の言い合いと乱闘(1),治 安維持に関る市民の出動(II),君
主及び両家の家長夫妻の集合そして君主の宣言(III)と い う事件の展開 を 示
す。儀式の反復と言える程に,第 三幕第一場は登場人物の顔ぶれか らその登場
順序そ して事件の発展段階にいたるまでほとんど忠実に幕開きを反 映 して い
る。ただ,ロ ミオの友人ではあるがモンタギ ューの血筋ではないマーキ ューシ
オ と,ジ ュリエ ットとの結婚に よりモンタギ ュー家の人間に してキャピュレッ
ト家の人間となった,あ るいはモソタギ訟一の名を放棄した ロミオの登場は,
対称的な登場の型を崩す余分な ものである。そのことによってまず起 るマーキ
,ユーシオの負傷と死は,幕 開きと同様喜劇的でさえあった最初の調子を一変さ
せ,ロ ミナとジュリエットの秘かなが ら順調であ った恋愛の進行を狂わせる不
運の連続の元凶となる。マーキ ューシオの最後の言葉であるモンタギュー ・キ
ャピュレット両家に対す る呪いは,両 家の敵対関係の被害者 となったどちらの
血筋でもない共同体構成員が発する呪いであ り,幕 開きにおける市民の非難の
叫びを反響する言葉 となっているが,彼 の呪いの持つ重みは無論その比ではな
いo
ルZθ7.Iamhurt.
Aplaguea'bothhouses!Iamsped....
Iampepper'd,lwarrant,forthisworld.Aplaguea'bothyour
houses!_.Aplaguea'bothyoqrhouses!
Theyhavemadeworms'meatofme.Ihaveit,
Andsoundlytoo.Yourhouses!(III.i.90-108)
C漉g6πs.Clubs,bills,andpartisans!Strike!Beatthemdowl1!
DownwiththeCapulets!DownwiththeMontagues!
(1.量.73-74>
逆上 したロミオがティバル トを殺害 しその罪のために追放されてしまうという
不運は取 り返 しのつかない大 きな不幸であるが,そ れは第三幕第一揚が幕開き
の反復として位置付け られることによって一層明瞭となっている。少 し詳 しく
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言えば,一 つには今回の喧嘩騒ぎが以前の騒ぎの反復であるとい うことは,つ
まり君主が極刑の脅威を以って再度起ることを禁 じた事件の発生 ということで
あ り,逆 に言えぽ,発 生以前に既に用意されていた重大性が発生 と同時に事件
に付与されるわけで,今 回の事件の重大性は周到な準備の上に成立する揺 るぎ
ヴア リエイション
ないものである。さ らに もう一つは,今 回の事件が以前の事件の 変 形 とな
っていることにより,さ して深刻ではなか った幕開きと今回との致命的な相違
が際立つ ことも見落せない。
仮に二つの問の大きな相違が観客に 目ミオの不運をより大 きな不幸として印
象付けさせるとした ら,観 客は第三幕第一場を幕開きに照 らし合わせて見てい
ることになる。そ して観客に以前の出来事を想起させ,時 間的に隔だる二つの
出来事を観客の精神の平面上に並列させ,以 前の出来事 との対照で現在の出来
事を見させるとい うことが可能なのは,現 在の出来事の以前の出来事 との類似
性以外にはない。二つの事象の間に認め られる類似性は,劇 が一つの有機体 と
なっている以上,偶 然のこととして片付けることは不可能である。そして以前
の事象と類似 した事象の存在価値が受容者たる観客の想起 ・比較 ・対照 とい う
精神活動を引き起 してこそ認め られ るとした ら,裏 を返 して,以 前の事象 と類
似 した事象は観客のそのような精神作用を通過することにより,そ の表面上の
価値(重 み)以 上 の価値を帯びることを前提 として存在 していると考えてもよ
いのではないだろ うか。
第三幕第一場でも最後の段は君主たちの登場以降(11.141-197)で あるが,
喧嘩の段階で中途退場と再登場が頻繁に行われた結果,最 後の段に登場 してい
るのは,君 主,両 家の家長夫妻,ベ ソヴォリオそして市民等である。(つまりこ
こには加害者 も被害者 も存在しないか死んでいる。従 ってここに もロミオはい
ない。)そ してここはやは りそれまでの段の総括,つ まりベソヴォリオの証言と
君主の裁定に当てられ る。事件の当事者の欠如,証 言と裁定,そ れに立ち会 う
キャピュレットとモンタギュー,そ して市民一 これはそのまま終幕に当て嵌
ることである。マーキューシオの死際の呪いに加えて,君 主は ロミオを追放す
る宣言の中で,モ ンタギューとキ ャピュレットを前に して,彼 の縁者の死を両
『β ミオ とジ ュ リエ ッ ト』 の劇 構 成(市 川) 29
家の敵対関係が引き起 したものとして位置付け る。
Ihaveaninterestinyourheart'sproceeding;
Mybl・ ・df・ ・y・urr・d・b・aw1・d・thli・
.昏b1畔 ・di・g;・ ド ・
(III.i.188-189)
第三幕第一場でも両家の敵対関係が共同体に与えている弊害が強調されている
ことを確認 した ことにして,さ らに終幕に話を進める。
第五幕第三場の初めにはパリスとロミオが前後 して登場するが,・両者 とも各
自の召し使いとともに登場 し,や は り同様に松明やその他の物を召し使いか ら
受け取って退 らせる。
E勿67PARIsα η4砺sPAGEω ゴ漉 プ70ωθ7sα π4sωe6'zoα ≠θ7〃z4α
'oκ ぬ.
Pα7.Givemethytorch,boy.Hence,andstandaloof.
Yetputitout,forIwouldnotbeseen....
GivemethoseHowers.DoasIbidthe6,go.(V.iii.1-9)
E窺 θ7RoMEoα η4BALTHAsAR漉 焼 σ ≠07碗,8〃zσ'オoo1診,α η4αc70〃
げ 〃o%.殉
.Ro〃z.G三vemethatmattockandthewrenchingiron .._
Givemethelight。UponthylifeIchargβ ・thee,
Whate'erthouhearestors6est,standallaloof,
Anddonotinterruptmeinmycourse.
...thereforehencebegone.(22-32)
最後のシーソも,幕 開きや劇の丁度中央の第三幕第一場 と同様にキャピュレッ
トの婿(と 自覚している者),と モンタギューの息子(で あるがジュリエ ットの
夫)と い う一対の敵対者同志の対称的な登場 とそれに続 く切 り合いで始 まって
いる。 しか し,ま だこの段階では関 らないでお ぐロ ミオの死 とジュリエットの
死が間に挾まれていて,差 し当 り我々が特に問題に しなければな らない劇め最
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後の一区切 りはパ リスの召し使い(PageorBoy)と 夜警(Watch)の 登場以降
である。(第 三の喧嘩であるパ リスとロミオの切 り合いについては後に考 察 す
る。)本論で 「終幕」 と呼ぶのはこの 箇所である。終幕の登場人物を再び整理
を施して列挙する。,
??
??
?
パ リ ス の 召 し 使 い と夜 警(V.ili.171s.d.)
夜 警(再 登 場)と ロ ミオ の 召 し 使 い バ ル サ ザ ー(182s.d.)
夜 警(再 登 場)と 僧 ロ レ γ ス(FriarLawrence)(184s.d.)
君 主 と 従 者(188s.d.)
キ ャ ピ ュ レ ッ ト と キ ャ ピ ュ レ ヅ ト夫 人 他(190s.d.)
モ ン タ ギ ュ ー 他(208s.d.)
夜警(第 一幕及び第三幕で治安の乱れによって出動 した 「市民」 と実質的に変
らない)の 出動及び被疑者の連行(1),そ して例の如 く君主と両家の家長の集
合(工1,III)。 その結果,第 三幕第一場の最終段 と同様に,終 幕の最後 の段に
も裁定者,証 言者,そ して両家の家長が揃 う。君主は僧 ロレンスを始めとする
証人たちの証言を聞 き終 ると,キ ャピュレットとモ ンタギューに向って,ロ ミ
オとジュリエ ヅトの死ぽか りではなく,共 同体の統治者である彼の縁者,マ ー
キューシナとパ リスの死も両家の敵対関係が もた らした ものとして位置付けて
事件の総括とする。
WherebetheseenemiesPCapulet!Montague!、
Seewhatascourgeislaiduponyourhate,
Thatheaven丘ndsmeanstokillyourjoyswithlove.
AndIforwinkingatyourdiscofdstoo
Havelostabraceofkinsme焦Allarepunish'd.層
(V'.iii.291-295)
そ し て そ の 問 い か け に 促 さ れ て 遂 に キ ャ ピ ュ レ ッ ト と モ ソ タ ギ ュ ー が 和 解 を 表
明 す る 。
市 民(あ る い は 夜 警),君 主,キ ャ ピ ュ レ ッ ト,モ ン タ ギ ュ ー は,幕 開 き ・真
rロ ミオ とジ ュ リエ ッ ト』 の劇 構 成(市 川) 3ヱ
中 ・終幕に共通に,し かもほぼ同じ登場順序で集合す る。(そして彼らが集合 し
ているところには ロミオもジュリエッ ト,も存在 しない。)劇 の構成上極め て 重
要な三つの 「柱」4)とも呼ぶべきこれ ら三箇所は,必 ず最後の段が両家の家長を
前にして君主が宣言あるいは裁定を下す形になっているが,君 主が各箇所で行
う総括(意 味付け)は,そ れぞれ劇の最初の一区切 りの,前 半部の,そ して劇
全体の終結に形を与えるとともに,三 つの箇所を重みのある場所に している。
幕開き ・真中 ・終幕はそれぞれ,ロ ミオとジュリエ ットの恋愛の環境(恋 が芽
生えた場合避けられない支障)・ 転機(二 人の別離を余儀なくさせ るもの)・結
末(二 人の死が両家ひいては共同体に もたらした もの)が 呈示される箇所で も
ある。5)だが,両 家の敵対関係 と共同体の秩序との関係のように,二 人の恋愛 と
両家の争いとの関係,つ まりキャピュレッ トとモンタギューが二人に及ぼして
いる影響が明言されているのは,唯 一終幕だけである。
この章ではrロ ミオとジュリエ ット』における三つの 「柱」の存在を指摘 し
たが,こ の劇を組み立てる構成はそれに尽きるわけではない。我 々はこの劇の
中に容易に二種類の流れを見い出す ことができる。その一つはキャピュレット
が主導権を握るものであ り,今 一つは恋愛の当事者であるロミオとジュリエッ
トが関るものである。そして興味深いことは,二 種類の流れを構成するシーソ
の出来事や状況(例 えぽ場所の設定,登 場人物の組み合わせ等)は 非常に少な
い限られた種類のものであることである。
4)SeeMarkRose,S勿んθs♪θαγθαπP8sゴgπ(TheBelknapPressofHarvardUniv.
Press,1972),p.146.
5)『,、 ム レ ヅ ト』(丁 加 丁7σ82のoゾ 砺 〃zlg,,pノ ゴ%cθoノ ヱ)8蹴 〃 ゐ)は4000行 近 い 長
い 劇 で あ る が,や は りそ の 劇 で もハ ム レ ヅ ト及 び王,王 妃,廷 臣た ち が 登場 す る宮 廷
の儀 式,す な わ ち戴 冠 式(の 直 後)・ 御 前 芝 居 ・御 前 試 合 は 劇 の幕 開 き近 く(第 一 幕 第
二 場)・ 真 中(第 三幕 第 二 場)・ 終幕 間近(第 五幕 第二 場)に 配 置 され,そ れ ぞれ ハ ム
レ ヅ トと王 との 漠 然 と した 敵 対 関 係 ・王 の有 罪 の 証 明 ・復 讐 の 成就 が 示 され て い て,
劇 を 支 え る 「柱 」 とな っ てい る こ とは 興 味 深 い 事 実 であ る。 さ らに 付け 加 え る と,幕
開 き(第 一 幕 第 一場)と 終 幕(第 五幕 第 二 場 の 最 後 の段 であ る,フ ォーテ ィンブ ラス
(Fortinbras)一 行 の登 場 以降)で は,そ れ ぞ れ デ ンマ ー ク とい う国 家 の秩 序 の 乱れ と
回 復 が 確 認 され て い て,デ ン マ ー ク王 子 ハ ム レ ヅ トに よる復 讐 が 行 われ る環 境(前 提)
と結 末 の 呈 示 に当 て られ て い る。
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先にキャピュレットが中心となっている二続きのシーソについて考える。具
体的には第一幕第二場～第五場,及 び第三幕第四場～第四幕第五場(こ ちらは
多少切れ切れに繋がっている)で あ り,ど ち らもキャピュレット家の饗宴を終
結点 とする流れである。本論で,複 数のシーソにわたるまとまりに対して 「流
れ」 という語を好んで当てるのは,そ の始点か ら終結点までの連続関係がかな
り明確に認め られるか らである。二つの流れのそれぞれの最初である第一幕第
二場前半(キ ャピュレッ トとパ リスの退場まで,11.1-37)と 第三幕第四場(35
行)が 対をなしていることは明らかである。いずれにおいてもキャピュレット
がパ リスに対して求婚の返事を してお り,結 局 この二箇所は,長 さも登場人物
も話題 もほとんど同じである。パ リスはこの二箇所の間に,第 一幕第五場に一
度登場す るはずであるが,そ こでの存在はキャピュレヅト家の舞踏会の客の一
人 としてであ り,彼 自身が語る言葉 もなけれぽ,観 客の注意を彼に向けさせる
ような他の人物の言葉 もない。従 って第三幕第四場のパ リスの登場は,実 質的
には二度 目の登場であ り,そ こで彼は再度キャピュレヅトから求婚の返答を聞
かされ る。 このような状況にあ って第一幕では結婚を急 ぐパ リスを一
Lettwomoresummerswitherintheirpride,
E■ewemaythinkherripetobeabride....
Andtoosoonmarr'darethosesoearlymade.(1.ii.10-13)
一 と諫めた キ ャピュ レッ トが ,後 には一旦帰 りかけ た彼 をわ ざわ ざ呼 び戻 し
て 「無茶 な 申 し出」(`adesperatetender'III・iv・12)をし,結 婚式を 明明後.
日に 決めて,ジ ュ リ.エ ッ トの悲 しみに追い 打ちをかけ る ことは対照的 であ る。
第一幕 では,キ ャピュ レッ トはパ リス の求婚 に対す る即 答は避けなが らも,
言わ ぱ見合い の場 であ る舞踏会 に彼 を招待す る。
AtmypoorhouseIooktobeholdthisnight
Earth・treadingstarsthatmakedarkheavenlight.
『自 ミオ と ジ ュ リエ ッ ト』 の 劇 構成(市 川)
.._heara11,allsee;
Andlikehermostwhosemeritmostshallわe;
WhichonInoreview6fmany,mine,beingone,
Maystandinnumber,thoughinreck'ningnone.
33
(1.ii.24-33)
.キ甲ピュ レッ トに招待客 の リス トを手 渡 され て,一 人残 され て戸惑 ってい る文
盲 の 召 し使 いの ところに,ロ ミオ とベ ンヴ ォリオが来合わせ る。 ベ ンヴ ォリオ'
の
Gothither,andwithunattaintedeye
Compareherfacew三thsomethatIshallshow,
AndIwillmaketheethlnkthyswanacrow.(1.ii.85-87)
とい う提案 か ら二人 も舞踏会 に趣 く、こ とにな る。 さ らに次 の シー ンでは女
性 ばか りが登場 し,直 前 のシ ーソで キャ ピュ レッ トが近 い将来義息 とす るつ も
りのパ リスに対 して した の と同様に,キ ャピュ レジ ト夫人 も娘に舞踏会 で の心
構 えを説い て聞かせ,ジ ュ リエ ヅ トも一応 それに応 じる。
Lα.C⑫.._.
Thisnighty6ushallbeholdhimatourfeast;
Reado'erthevolumeofyoungParis'face,
And丘nddelightwrittherewithbeauty'spen;
Examineeverymarriedlineamgnt,
Andseehowoneanotherlendscontent;
Andwhatobsc亘r'dillth量sfairvolumelies
Findwritteninthemargentofhiseyes. (1.iii。80-86)
ノ%1.1,ll正ooktolike,iflookinglikingmove;...(97)
第四場では舞踏会に出席 しようとす るロミオ,マ ーキューシオたちが仮面を着
けて登場し,第 五場では召 し使いたちがせわ しく立ち働いて,い よいよ舞踏会
が始まる。そ こで,つ い先頃まで恋に恋 し 「憂欝なる恋人役」を気取 っていた
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ロミオと,結 婚のことな ど夢にも考えていなか ったジュリエッ トが出会い,一
瞬の うちに(真 実の)恋 に落ちる。
初めて舞踏会のことが話題 とされる第一幕第二場か ら舞踏会 の第五場 まで,
登場する人物はすべて舞踏会に出席する老あるいはその準備に関る者である。
第二場か ら劇の進行遇程における一先ずの終結点である舞踏会を 目指 した流れ
が始 まるわけであるが,第 二場,第 三場においてキャピュレットとパ リス,ロ
ミオとべソヴォリオ,そ してキャピュレット夫人 ・乳母(Nurse)・ ジュリエ ッ
トの三組は,い ずれ も舞踏会 の出席を目指して,つ まり舞踏会の出席者として
登場す るために退場 して行 く。三組の退場はその都度パ リス,ロ ミオ,そ して
ジュリエヅ トが出席 して目を凝 らし合 うはずの差 し迫 った舞踏会に対す る観客
の期待を高めるだろう。
今筋を追った舞踏会へ(す なわちρミオとジュリエ ットの出会いへ)と い う
流れは,第 三幕第四場におけるキャピュレットの 「無茶な申し出」 の後,無 論
多少の変更を施されて,キ ャピュレット家における祝婚の饗宴へとい う流れ と
して反復される。'ジェリエ ットは再び母親か ら今度は結婚の日取 りを告げられ
る。追放となった冒ミオを見送ったばか りの彼女の心中を知る者はなく(乳 母
にさえ裏切 られて),祝 婚の饗宴の準備 がキャピュレットの指揮 の下に進め ら
れ る。キャピュレットは再び召 し使いに招待客の リス トを手渡 して使いを命 じ,
気ぜわ しく使用人たちに指図する。僧 ロレソスの庵室か ら帰 って来たジェリエ
ッ トの従順な態度に気を よくしたキ ャピュレットは,結 婚式の日取 りを一日繰
り上げ 「明朝」に変更する。 ジュリエットは計画 どおり麻酔薬を仰ぎ,そ の仮
死が発見されるべき 「明朝」が差し当 りの終結点である。 このようにして,キ
ャピュレット家における饗宴へとい う流れが再び繰 り返される。舞踏会の直前
と同様に使用人たちが活発に立ち働き,今 度は ロミオを含む仮面舞踏会出席者
たち(Maskers)に 変 って,新 郎のパ リスが楽士たち(Musicians)を 率いてやっ
て来るが,ジ ュリエ ッ トの 「死」が発見され,二 度 目の饗宴は流れる。
Allthingsthatweordainedfestival,
腿 ミオとジュリエット』の劇構成(市 川)
Turnfromtheiro伍cetoblackfuneral:
Ourinstエumentstomelancholybells,
Ourweddingcheertoasadburialfeast;
Oursolemnhymnstosullendirgeschange;
Ourbr三dalfl◎wersserveforaburiedcorse;
Andallthingschangethemtothecontrary.
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(IV.v.84-90)
これは,第 一幕 におけ る よ うな饗 宴を再 び催す つ も りであ った キ ャピュレ ッ ト
の嘆 きであ る。6)ロ ミオ とジェ リエ ッ トの恋愛 の発端(出 会 い)は キ ャピュ レ
ッ ト主催の舞踏会 に起 り,ロ ミオ と別れ たぼか りのジ ュ リエ ッ トを追 い詰 め,
結 局恋愛 の破綻(二 人 の死)の 原因 となるの もキ ャピュ レッ トの二度 目の饗 宴
の計 画であ る。 つ ま り二度繰 り返 され る饗宴 へ とい う流れ には二人 の恋愛 過程
の外的原動 力 が示 され ていて,こ れ らは,外 的条件(環 境)・ 転機 ・結 末が呈
示 され る三つ の 「柱 」 と ともに恋愛 の枠組 とな ってい る。 その こ ともあ って,
この劇 では キ ャピ ュレヅ ト家は舞 台に な るが,モ ンタギ ュー家は舞 台にな らな
い。そ して当然の こ となが ら,キ ャピュ レッ ト夫妻 とキ ャ ピュレッ ト家の使用
人た ちの登 場は,繰 り返 され る饗宴へ とい う流れに集 中 してい る。 結局,君 主
及びキ ャピ ェレヅ ト・モ ンタギ ュー両 家の家長夫妻以下 ほ とん どすべ ての人物
の登場 は,こ れ まで に見た三つ の 「柱」及 び反復 され る流 れ の中に限 られて い
る。 ロ ミオ とジ ュリェ ッ トの恋愛 の条 件(環 境)を 前 以 って決定 し,恋 愛を芽
生 えさせか つ滅び させ る要 因 とな った者 たちは,誰 一人 として 自 らが二 人に ど
の よ うな影響を及 ぼ してい るか認識 してはい ない。
6)こ のシーソが,償 μレソスがキャピュレット夫妻とパリスを促して退場させるところ
で終っていれば,僧 の言葉が対句(IV.v.94-95)で 終っていることの効果も手伝っ
て,一 つの流れが終結したことが一層明確であったはずである。だが実際はシーンは
まだ続いていてピーター(Peter)と 楽士たちによる掛け合いが行われ,終 結点を多少
曖昧にしている。しかし,こ の箇所がキャピュレヅト家の二度目の饗宴へという流れ
の終結点であると同時に,第 四幕第一場に始まるμミオとジュリエットの再会へとい
う流れの進行過程でもあることを考えれば,そ れはこの箇所にふさわしい効果である
と言ってもよいだろう。
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我 々は 『ロミオとジュリエッ ト』という劇を論 じなが ら,こ こに及んで,肝
心のロ ミオとジュリエットが登場するシーソについては今だほ とんど何 も語 っ
てはいない。それは二人の結婚 ・別離 ・再会が秘密のうちに計画され進め られ
るか らであ り,そ れに当てられるシーンは,こ れまでに見た三つの 「柱」及び
キ ャピュレット家の饗宴へとい う反復され る流れ(前 者は上は共同体の統治者
から下は市民や使用人階級 まで,後 者はキャピュレッ トの家族だけではな く使
用人さらに招待客な ど外部の者たちも関る公的な開かれたシーンあるいはその
下位区分で構成されている)と は別の流れを形成 しているか らである。これか
ユニオソ リユニオン
ら二人の結婚へ ・別離へ ・再会へ とい う流れを辿 るが,そ の前に先取 りして言
えば,二 人の悲恋をその枠組(外 的条件 と外的原動力)で あった公的コソテク
トの中に戻 して位置付けることが,二 人の恋愛の一部始終を知 っていた僧 ロレ
ソスが終幕で果さなけれぽな らない役 目なのである。
キャピュレット家の舞踏会(ロ ミオとジュリエ ットの出会い)が 終 って,劇
コロラス
の一つの流れが終結 したところで解説が入 り,劇 の焦点を二人の恋愛の進展に
合わせ る。
第二幕第二場はロミオとジュリエ ットだけのシーンである。二人の愛の語 ら
いは乳母の呼び声によって遮 られるが,再 び戻って来たジュリエッ トは「結婚」
とい う言葉を口にし一
Threewords,dearRomeo,andgoodnightindeed..
Ifthatthybentoflovebehonorable,
Thypurposemarriag6,寧eロdmewordto.morrow,
ByonethatI'llprocu■etocometothee,
Whereandwhattimethouwiltperformtherite,
AndallmyfortunesatthyfootI'111ay,
Andfollowtheemylordthroughouttheworld.
(II.ii.142-148)
『β ミオ とジ ュ リエ ヅ・ト』 の劇 構 成(市 川) 37
一 こζに二人 の結婚へ とい う新 しい流れ が始 まる。二人 は別 れ難い思いに 引
き摺 られ るままに何度か別れ を延 ぽ した後,終 に 「明 日」 を約 して別れ る。
二 人の結婚へ とい う流れは,そ れに関係 のない シー ンに よって中断 され る こ
とな く順調に進行す る。7)ロミオは僧 μ レソスに 「今 日」結婚 させて欲 しい と願
い,彼 の 同意 を得 て(第 二幕第 三場),ジ ュ リエ ヅ トの 使い であ る乳母に 「今
日の午後」僧 の庵 室で式を挙 げて も らう計画 を伝 える(第 四場)。Fミ オか ら
の伝 言を待つ ジ ュ リエ ッ トの ところに乳母 が戻 り,彼 女 を焦 らす だけ焦 らした
後 ようや く伝言 を伝 え(第 五場),ジ ュ リエ ッ トは ロ ミオの待つ僧 の 庵室 に現
われ る(第 六場)。
今 ざっと筋 を追 った一連 の シー ンに登場す る人物は,主 として ロ ミオ とジ ュ
リエ ヅ ト,そ して二人の結婚に加担す る僧 ロレソス と乳母 に限 られ てい る。第
四場 には マーキ ューシオ とべ ソヴ ォリオが登場 す るが,彼 らは ロ ミオの愛 の対
象が ロザ ライ ソ(Ro鼻aline)で あ る と今 だ信 じた まま,ロ ミオが乳母 とジュ リ
エ ッ トのこ とや結 婚 の計画 について語 り合 う段 には既に 退場 してい る。 また乳
母の供 として ピーターが登場す るが,結 婚 の計画が話題 にな る ときには存在が
無視 され ているか,8)退 場 さぜ られ てい る。この一連 のシー ソの うち どの よ うな
人物が登場 して も奇妙 ではない開かれ た シー ン(例 えぽ通 り)は,マ ーキ ュー
シオた ち も登場す る第四場 だけであ り,他 は塀 に囲 まれ たキ ャピュ レッ ト家 の
屋 敷 内(第 二場,第 五場)と 僧 巨 レンスの庵室(第 三場,第 六場)と い う設 定
7)尤 も ロ ミオが あ ま りに も性急 であ る こ とや(`O,1etushence,Istandonsudden
haste'H.iii.93),ジ ュ リエ ッ トの姿 を 見 る こ との喜 び を表 現 す るた め に わ ざわ ざ「悲
しみ の到 来 」 を 引 き合 い に 出 して い る こ と(`Amen,amen!butcomewhatsorrow
can,ItcannotcountervailtheexchangeofloyThatoneshortminutegives
meinhersight'II.vi.3-5),その上 僧 が 彼 の 言葉 に一 々取 り合 って 忠 告 して い る
こ と(`Wiselyandslow,theystumblethatrunfast'ILiii.94;`Theseviolent
delightshaveviolentends,Andin'theirtriumphdie,....Thereforelove
moderately;longlovedothsQ;TQoswiftarrivesastardyastooslow'ILvi
9-15),こ れ らに は観 客 に す ぐに現 実 化 す る 「悲 しみ の 到 来」 を 漠 然 と予測 させ る効 果
が あ るだ ろ う。'
8)只 ミオ と乳 母 が打 ち 合わ せ を して い る間,彼 は 二 人か ら精 神 的 に も物 理 的 に も隔た っ
てい るはず で あ る。(無 論,そ の 間 彼 の い る位 置 や 精神 状 態 が 問 題 に され る こ とは な
い 。)打 ち合 わ せ が終 った 後 の 乳 母 の`Peter!'(II.iv.214-215)と い う呼 び掛 け とそ れ
に対 す る彼 の`Anon!'(216)と い う返 事 は,そ の距 離 を 前 提 と して 書 かれ て い る。
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の閉ざされた密室的なシーンである。 ロミオ とジュリエ ットの結婚が人知れず
秘密のままに進められているとい う印象が非常に強いのは,結 婚へ とい う流れ
が密室的なシーソの連続であ り,し かもそこに登場す る人物が主 として当事者
とその加担老に限 られているか らである。
ロミオとジュリエッ トの結婚へ とい う流れが終結 したところで,こ の劇は折
り返 し点を迎える。すなわち第三幕第一場におけ る二度目の乱闘事件であるQ
ティバル トを刺殺 してしまった 百ミオは追放の身とな り,結 婚へとい う流れが
終結点に達するや,別 離へとい う流れが生ずる。
第三幕第二場ではジュリ』ニットが一人で登場 して,恋 愛が成就する夜を待ち
焦れ る心情を吐露す る。彼女が一人でいるところに乳母が知 らせをもた らす と
いう設定は第二幕第五場に も見 られたものである。二つの場において彼女はほ
とんど同 じ調子で,つ まり浮き浮 きと,し か し期待の中に多少の不安 も込めて
乳母に語 りかけ,乳 母が仕入れて来た知 らせをせがむ。
OGod,shecomes!Ohoneynurse,whatnews?
HastthoumetwithhimPSend・thymanaway....
Now,goodsweetnurse-OLord,whylookestthousadP
Thoughnewsbesad,yettellthemmerrily;
Ifgood,thoushamestthemusicofsweetnews
Byplayingittomewithsosouraface.(II.v.18-24)
0,herecomesmynurse,
Andshebringsnews;andeverytonguethatspeaks
ButRomeo'snamespeaksheavenlyeloquence.
Now,nusre,whatnewsPWhathastthoutherePthecords
ThatRomeobidtheefetchP...
AyIne,whatnews?Whydostthouwringthyhands?
(III.ii.・31-36)
どちらの場においても,乳 母は要領を得ない情報提供によってジュリエ ットを
焦 らし,あ るいは混乱させ る。 しか し第二幕で乳母が もたらすのは,ジ ュリエ
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ットが待ち望んでいたロミオか らの結婚の手段についての伝言であるが,第 三
幕で彼女が持ち帰るのは,思 いがけぬティバル トの死 と彼を殺 した ロミオの追
放とい う絶望的な知 らせである。二つのシーンにおける設定の類似性には,観
客に作用 して第三幕第二場を第二幕第五場に重ね合わせて見させる効力があ為
だろう・そして以前の喜ぽしい知 らせ との対照に よって,観 客は今回の絶望的
な知 らせを受けるジュリエ ットの悲 しみをより大きなものとして捉えるとい う
より,お そ らく自ら比較 ・対照の精神活動によって一層大 きなものに膨脹 させ
ているところがあるのではないだろうか。ジュリエットの嘆 くさま を 見 兼 ね
て,乳 母が夜には ロミオを彼女の許に(暇 乞いに)寄 越す ことを引き受け,劇
は二人の捌れへと向か う。
君主によるロミオの追放の宣言は第三幕第一場で直接行われる。従 って,続
く第二場,第 三場でそれぞれ乳母や僧ロレンスが間接的に告げる知 らせそのも
のに情報価値があるわけではな くて,そ こではその情報が結婚式を挙げたぼか
りのジュリエ ットとロミオにいかなる効果を及ぼすか とい うことに力点が置か
れている。第三場は,ジ ュリエットに引き続きロミオが追放の知 らせを受ける
という点で前のシーンと対をなしている。二人の嘆 くさまが観客の心の中で同
じ平面に並列され対照 されるとしたら,そ れは無論二つのシーンが連続 してい
ることによるところが大きいのであるが,そ の他にもジュリエッ トとロミオが
同様に}つ の論法を使って 「追放」が 「死」に等 しいことを証明す る言葉を語
ること一
1厩...
"Romeoisbanished
,"tQspeakthatword,
Isfather,mother,Tybalt,Romeo,Juliet,
AIIslain,alldead:``Romeoisbanished"!
Thereisnoend,nolimlt,measure,bound,
In'thatword'sdeath,noword$canthatwoesound.
'(III
.ii.122-126)
Ro吻.Ha,banishmentPBemerciful,say``death";
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Forexilehathmoreterrorinhislook,
Muchmorethandeath.Donotsay"banishment"!・...
ThereisnoworldwithoutVeronawalls,
Butpurgatory,torture,hellitself.'
Hence"ban三shed"isbanish'dfromtheworld,
Andworld'sex量leisdeath;then``banished"
Isdeathmisterm'd.(III.iii.12-21)
一 さらに知らせが伝達 される状況の共通性,つ ま り二人の結婚の加担者であ
る乳母 と僧が別 々に若い当事者に追放を知らせるとい う人物の組み合わせの効
果も見過ごすわけにはいかないだろう。僧 ロレンスに女々しさを諌められ,さ
らに乳母が ジュリエ ッ トか ら言付か って来た指輪に心励 まされて,ロ ミオはジ
ュリエ ットとの別れの場へと急 ぐ。
二人の別れへとい う劇の流れが,終 結点である別れだけを残 した ところで,
キャピュレッ ト夫妻 とパリスが登場 してこの流れは一旦中断される。既に見た
ように,こ こに挿入され る第三幕第四場はキャピュレット家の二度 目の饗宴へ
とい う流れの始まりである。 ジュリエ ッ トがロミオとの別れを果す とき,彼 女
には既に新たな悲 しみの種が用意されている。
別れの段。そこにはロミオとジュリエ ットが二人だけで登場す る。舞台上に彼
らが二人だけで登場するとい うことは これ以前に一度だけあった。愛の語 らい
の場となっている第二幕第二場である。彼 らが二人だけで登場するのはこの二
箇所(パ リスとティバル トの死体の脇で,ロ ミオが仮死のジュリエッ トと対面
する箇所 も含めれぽ三箇所)だ けであるが,そ の他にもこの二箇所には多 くの
共通点が認め られる。時間(夜 明け間近)と 場所(ジ ュリエ ットの私室の窓辺)
の設定も同 じであ り,そ こで二人が語る詩情豊かな美 しい言葉の遣 り取 りが
乳母によって中断されることも共通している。多 くの共通点の中にあってわけ
ても効果的なのは,こ の二箇所で ロミオとジュリエッ トが名残尽きない別れを
果す とい うことである。なぜな らぽ,こ の共通点ゆえにこそ別離に漂 う悲 しみ
がより深い ものとなるか らである。以前の別れ(愛 め語 らいの場の最後の段)
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は結婚へ とい う流れの始 まりであ り,そ の別れはいかに別れ難いものであろ う
と,「 明印 の再会が約されているものであった。 だが今度の別れは 別れへ と
い う流れの文字通 り終結点であ り,永 遠の別れになるかもしれない とい う危惧
ヴア リエイシヨソ
を伴 うつ らく悲しい ものなのである。 別れが愛の語 らいの 変 形 となってい
る,と い うよりは愛の語 らいが夜明け際の別れを先取 りしていたことは,大 き
な落差を生 じ(無 論その落差を 感じることは受容者に任されているのだが),
二人の別れを一層悲 しいものとするだろ う。
戸ミオを見送ったぼか りのジェリエ ッ トが(別れの段に続 く同一のシーンで)
母親か ら聞かされるのは,パ リス との結婚の日取 りが決 ったことである。今や
乳母は頼みにな らず,ジ ュリエットは救いを求めて僧 ロレンスの庵室を訪れる。
彼女が庵室を訪れるとい う設定はこれで二度目である。以前(第 二幕第六場)
はロミオが待つところに結婚式を挙げてもらうためにやって来たのであるが,
今度(第 四幕第一場)は 結婚を避ける手だてを求めてや って来るとパ リスが居
合わせる。その落差を引き出す比較作業を観客に促す ことができるのは,ジ ュ
リエ ットが僧を訪れるとい う設定上の類似だけではな く,そ れ と多少重複する
ことには違いないのだが,二 つのシーンにおける登場人物の顔ぶれ とその登場
順序の類似性,つ まり僧 とジュリエッ トの結婚相手あるいはそのつ もりの者の
ところに彼女が現われるとい うことが共通 していることが挙げ られ るだろう。
パ リスとの結婚を避ける手だてが得 られないならば命を断って解決す るとい
うジュリエ ットの勢いに気圧 されて僧は麻酔薬を手渡し,そ の効能及び薬効の
持続時間について説いた後,さ らに彼の計画を付け加える。
Nowwhenthebridegroominthemorningcomes
Torousetheefromthybed,thereartthoudead.
Then,asthemannerofourcountryis,
Inthybestrobes,uncoveredoRthebier,
Thoushallbebornetothatsalneancientvault
WhereallthekindredoftheCapuletslie.
Inthemeantime,againstthoushaltawake,
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ShallRomeobymylettersknowourdrift,
Andhithershallhecome,an'heandI
Willwatchthywaking,andthatverynight
ShallRomeobeartheehencetoMantua.(IV.i.107-117)
こ こに僧 ロレンスが計画す る ロ ミオ とジ ュ リエ ッ トの再会 へ とい う流れが始 ま
る。 しか し既に キ ャピュ レッ ト家 の二度 目の饗宴 へ とい う流れ が始 まっている
ので,そ れ と競 い合 うよ うに して断続的 に続 くことに なる。
僧 ロ レンスの計画 どお り,ジ ュリエ1ッ トはパ リス との結 婚を承知 し(第 四幕
第 二場),挙 式を 「明 日」 に控 えて麻酔 薬を仰 ぐ(第 三場)。 結婚式 の朝彼 女の
「死」 が発 見 され,「 死体」は墓所 へ と運ぼれ る(第 五場)。 こ うしてキ ャ ピュ
レッ トが計 画 した二度 目の饗宴 は流 れ,そ れ に対抗 した僧 の計画,つ ま りロミ
オ とジ ュ リエ ッ トの再会 へ とい う劇 の流 れは,こ こ までは順調に進 んでい る。
しか しここに至 って,偶 然 ジ ュ リエ ッ トの埋葬 を 目に した ロミオの召 し使い
がそれを彼 に知 らせて しま う。 ロ ミオは知 らせ を受け る と直 ちに ジ ュ リエ ッ ト
の墓所 に赴 くことを決 め る。
Isite'ensoPThenIdefyyou,stars!
Thouk耳owestmylodging,getmeinkandpaper,
Andhirepost.horses;Iwillhenceto.night....'
Well,Juliet,Iwillliewiththeeto-night.(V,i.24-34)
彼 は死 を通 して のジ ュ リエ ッ トとの再会 と結合(`Iwillliewithth6et(トnight'
には性的結合が暗示 され ている)を 果す ため,そ の手段 であ る毒薬 を手 に入れ
て ジ ュリエ ッ トの墓所へ と向 う(第 五幕第 一場)。 一方,僧 ロレソスの使者 とし
て ロ ミオの もとへ向 ったはず の僧 ジ ョン(FriarJohn)は 使 いを果せ ぬ まま戻
って来 る(第 二場)。 ロ ミオ とジ ュ リエ ッ'トを 生 きて再会 させ よ うとす る 僧 ロ
レンスの計 画は ここに挫折 した ので あ り,劇 の流 れは死を通 しての二 人 の再会
一本に絞 られる。
最後 の シー ソ。そ こには まず パ リスが登場す る。 パ リスの墓 詣では粉本には
『ロ ミオ と ジ ュ リエ ッ ト』 の劇 構 成(市 川) 43
存在せず,従 って ロ'ミオ との切 り合い も粉本に は存在 しない。 ロ ミオが ジュ リ
エ ッ トとの再 会 と結合 の儀 式を果す ためには二人 だけに な らなけれぽ な らない
が,そ のために 回避す るこ とので きないそ の切 り合いは,パ リスが キ ャピュ レ
ッ トの婿 の資格で β ミオを仇敵 と認めて挑 んで きた ものであ る。つ ま り最 後の
シー ンもロ ミオ とジュ リエ ッ トの恋 愛の条件(支 障)が 呈示 され ることで始 ま
るわ けであ るが,ロ ミオはそれ に打ち勝 ってまず,ジ ュリエ ッ トの 「死体」 と
対面す る。
「死体 」を見 た瞬間 ロ ミオが発す る言葉 には,舞 踏会 で初 めて彼女 を認 めた
ときの言 葉 と同様 に闇 の中 の光 のイ メージが使われ てい る。9)
AgravePOno,alanthom,slaught'redyouth;
ForhereliesJuliet,andherl)eauty皿akes
Thisvaultafeastingpresencefulloflight.(V.iii.84-86)
0,shedothteachthetorchestoburnbright!
Itsee皿sshehangsuponthecheekofnight
AsarichjewelinanEthiop'sear-
Beautytoorichforuse,forearthtoodear! (1.v.44-47)
また 「死神 との期 限な き契約 の調印」(cf.V.iii.114-115)で あ る最 後の 口付
けは,出 会 いに おけ る愛 の契 りの口付 け と対照 をな して いる。 こ うして 「死
体」 に対す る暇 乞い と出会 い との類似性 は,そ の類似 した言葉 と行 為の帯び て
いた プラスの価値 と現 在のマ イナスの価値(差 し当 り今は一応 そ う言 ってお く)
との差に よって,暇 乞 いに漂 う痛 ましさを倍加す る。暇 乞い が済む とロ ミオは
毒薬 を仰 いで倒れ るのだが,そ の ときの言葉`Here'stomylove!'(V.iif.119)
は 明 らか に,ジ ュリエ ッ トが麻酔薬 を飲み干 して倒 れ る と き の 言 葉`Romeo,
Romeo,Romeo!Here'sdrink-Idrinktothee'(IViii.58)を反響 してい る。
そ の ことが,時 間的に隔た る二人 の行為を観客 の心 の平面上 に並 列 させ,酷 似
9)SeeCarolineEESpurgeon,Sぬ α舵s1)θ α7θ's∬ 翅 α967ツ ση4碓 ぬα'π フ「¢〃ε%s
(CambridgeUniv.Press,1935),pp.310-16.
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す る行為(と もに薬を飲み干 し倒れる所作)の 持つ意味の相違を際立たせると
同時に,ロ ミオの行為 と言葉を ジュリエ ットに対す る返礼行為(自 分に捧げ ら
れた乾杯に対する返礼として行 う相手に捧げ る乾杯)と して感 じさせた場合,
恋人の言葉 を反響する言葉及び酷似する儀礼的所作の存在価値が余すところな
く発揮 されたことになる。そのような作用を受ければ,観 客は,ジ ュリエ ット
が麻酔薬による仮死状態にあるとも知 らずに毒薬を仰いで死んで行 く ロ ミオ
と,直 に麻酔か ら醒めるであろ うジュリエ ットを悲 しみを以って見つめなが ら
も,同 時に,彼 がジュリエ ットとの再会 と結合を果すための儀式的手続 きを抜
か りなく踏んでいることも感じるだろう。
一足遅れて到着 した僧 ロレソスの見守 る中ジュリエ ットが 目を覚ます。僧は
再会の計画が失敗 したことを告げ,彼 女を墓所か ら連れ出そ うとす るが,彼 女
は従わずロミナの短剣で自害 して後を追 う。 ジュリエ ットは以前にも短剣を身
に当てようとした ことがある。それはパ リスとの結婚を強い られて僧の庵室に
救いを救めて訪れたときのことである(第 四幕第一場)。 僧の前で短剣を 身 に
当てようとする行為は,追 放されたことを知 り絶望 した ロミオが第三幕第三場
で行っていた ことであ り,その意昧では二人の類似 した行為は対をなしていた。
第三幕では ロミオは僧に諌められて,第 四幕ではジュリエ ットは僧か ら麻酔薬
とい う手だてを得て,そ れぞれに自刃を思い止まったわけであるが,終 幕にお
ける僧の言葉がもはや彼女を説得できるはずはない。 ジュリエッ トは,以 前の
ロミオの行為 との対照で見 る特権を与え られている観客の目か ら見れぽ,目 ミ
オが死の直前セこ暇乞い として行ったロ付けに対す る返礼行為 と映 る最後の口付
けをする。観客に二人が別 々に しか も無意識に行 っている行為に対して,ロ ミ
オか らジュリエットへ,そ して ジュリエ ットか らロミオへの返礼行為の意味と
価値を付与させ る効力がある恋人同志の儀礼的所作の類似性は,さ らに観客に
リュニオソ
ニ人の死に対 して再会の意味を与えさせる影響力があるのではないだろうか。
付言すれば,最 後の口付けに対 してジュリエッ トが行 う理由付けは,舞 踏会(出
会い)で ロミナが二度口付けをす るための口実 として語 った言葉 と同様,口 付
けによって何かを受け取ることを目的 として掲げている。
『β ミオ とジ ュ リエ ッ ト』 の劇 構 成(市 川)
1砿...Iwillkissthylips,
Haplysomepoisonyetdothhangonthem,
ToInakemediewitharestorative.
45
(～㌃iii.164-166)
Rα%.
Thusfrommy1三ps,bythine,mysinispurg'd.
??
Givememysinagain.
The甑movenotwhilemyprayefseffectItake.
[型 ∬ 勿9乃 〃.]
Thenhavemylipsthesinthattheyhavetook.
SinfrommylipsPOtrespasssweetlyurg'd!
[Kゴss勿9加7α9α 勿 。]
(1.v.106-110)
この類似性には観客に死際の行為を出会いに重ね合わせて見させ,そ の大 きな
落差を感じさせると同時に,死 に対 して出会い一 来世における再会の価値を
与えさせる効果があるかもしれない。ジュリエッ トは βミオに口付けすること
に より一瞬胱惚状態に入るが,人 声に驚き我に帰 り,急 いで自刃 して果 る。 こ
こに ロミオとジュリエ ットの秘かな恋は終結す る。 一
ユニオソ リュニオソ
我 々は ロ ミオ とジュ リエ ッ トの恋 の過程 を辿 りなが ら,結 婚へ ・別離 へ ・再 会
へ とい う三つ の部分 か ら成 る一筋 の流 れを確認 した。 ち ょうどキ ャ ピュレッ ト
リニニナソ
家の二度 目の饗宴 が流 れ る よ うに ロ ミオ とジュ リエ ッ トの(生 きて の)再 会 は
果 されない。二人 の不 運な死一 そ こか ら再会 と結合 の意味(価 値)を 引き出
し,引 き出す こ とに よってそ の意 味を与え るのは受容者た る観 客に残 された 領
分 であ る。キ ャピ ュレッ ト・モ ソタギ ュー両家 の敵 対関係 とい う条 件 を越 え られ
ず,テ ィ・ミル トを殺害 して しまった ときに は`O,Iamfortune'sfool!'(III.i.
136)と 我が身 の不運を嘆 いた ロ ミオが,ジ ュ リエ ッ トの計報 を受け るや外 的
な力を もの ともせ ず(`ThenIdefyyou,stars!'V.i.24),しか も両家 の敵 対
関係 とい う条件を克服 した上で(つ ま りパ リスの挑 戦を受け てそれに打 ち勝 っ
て),死 とい う行為 を果す こと,そ して事 の次第 を知 らされ た ジュ リエ ッ トが
僧 ロ レソスの差 し伸べた保護 の手 を退けて決然 と死に 向 うこと,さ らに死 に臨
んだ二人が 胱惚 と して い ることな どが 観客 に作用 して,死 んで行 く二人 を単 に
運命や環境 の犠牲 者 として感 じさせず,二 人の死に対 して再 会 と恋愛 の成就 の
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意味を与えさせていることは確かであろうが,恋 人同志が類似 した儀式的所作
を反復 し合 うことが観客に作用す る力 も無視す ることはできない。
すべてが終った ところに駆けつけた夜警に とって,眼 前に広がる 「痛 ましい
光景」は意味をなさない不可解なものである。
Pitifulsight!..。
Weseethegroundwhereonthesewoesdolie,
But㌻hetruegroundofallthesepiteouswoes
Wecannotwithoutcircumstancedescry.(V.iii.174-181)
それは後か ら駆 けつけ るキ ャピ ュレッ トとモ ソタギ ュー,す なわ ち ロ ミオ とジ
ュ リエ ッ トの恋 愛の環境(条 件)を 前 以 って築 き,二 人 の恋愛を芽ぽ えさせ,
追 い込み,滅 び させ る原動 力 となった老 たちに とって も全 く同 じであ る。君主
に よる事件 の原因 と真相 の究明が始 め られ る。被疑老 三人の うち まず僧 ロ レソ
スが証 言者 と して進み 出て,ロ ミオ とジュ リエ ッ トの秘密 の結婚,別 離,そ し
て彼が企 てた再会 の計画 の失敗 につ いて,そ れ らをテ ィバル トの死 と ロミオの
,追 放及 びパ リスと ジュ リエ ッ トとの縁 談 とい うキ ャピュ レッ ト,モ ンタギ ュー
さ らに君主 も直接 関 った こ とと関係付け て語 る ことに よ って;コ ンテ クス トを
欠 いて い るた めに意味 をな さない二人の死 の原因(二 人 の愛情 関係)と,そ の
外 的条 件 と外的影響 力 で あ った ものを 明 らかにす る♂o)君主は 三人 の 証言 を整
理 して,ロ ミオ とジュ リエ ッ トの死を両家 の敵対 関係 と結 びつけ る 言 葉 を 語
る。 モ ンタギ ゴ ーとキ ャピュ レッ トもそ の因果関係を受 け止 めた上 で(キ ャピ
ェ レッ トは恋人 たちの ことを`PoQrsacri丘cesofourenm三ty'(V.iii.304)と
呼 ぶ),君 主 の立 ち会 いの下に,共 同体 の秩 序を乱 して いた両家 の関係 を改め
ることを表 明す る。 こ うして,二 人 の愛 と死が確か に共 同体 において意味付け
られ,両 家 の和解 とい う形 で実を結 んだ ことが 明 らかに な った ところで この劇
は終 る。
10)Cf.BertrandEvans,`TheBrevityofFriarLaurence,'P盟乙ノ1,65(1950),841-65.
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V
本論では,rロ ミオとジュリエッ ト』の構成について,幕 開き ・真 中 ・終 幕
が共通に君主,キ ャピュレット,モ ンタギューさらに市民(あ るいは夜警)が
登場する公的なシーソ(あ るいはその下位区分)に なっていて,言 わぽ三つの
「柱」として劇を支えていること,キ ャピュレッ ト家の饗宴へとい う公然 とし
た流れが反復されること,さ らに,ロ ミオとジュリエッ トおよび二人の加担老
以外関 らない結婚へ ・別離へ ・再会へ という秘かな流れが存在することを確認
した。その際,三 つの 「柱」及び二種類の流れにはそれぞれ幾組 も対熱をなす
出来事や状況が存在す ることを指摘 し,そ の都度,対 をなす事象の間の類似性
には観客の心の平面上に時間的に前後に隔たる事象を並列させ,後 の事象を以
前の事象に重ね合わせ対照させて見させる効力があるのではないか と述べて来
た。本論は 『ロ ミオとジュリエ ット』 とい う劇の平面図を描き,そ れを分析す
る作業であった と要約してもよいだろ う。そ して重要なことは,こ の劇(お そ
らくシェイクス ピア劇)は そのような作業を促す ような様式で組み立て られて
いるとい うことである。
ここで最後の問を発すれぽ,種 類・大きさなどさまざまの事象に認められる
類似性や反復が劇に存在す ることの価値は,こ れまで何度 とな く述べたような
観客の精神活動を引き起す ことに尽きるのであろうか。劇 の構成を左右するよ
うなシーン(あ るいはその下位単位)や 一連のシーンか ら成 る流れなどの大き
な項 目については容易に考え られることであるが,所 作 ・言葉などの小さな項
目,さ らに場所・時間等の設定などの類似・反復 もまた劇に統一性や均整を与え
ることに寄与 しているはずである。例えぽ,仮 にこの劇におけ るロミオの自殺
方法を変更 した場合や,モ ソタギュー家を舞台設定に加えた場合,あ るいはキ
ャピュレットが祝婚の饗宴を割愛す る条件で娘を結婚させ る計画を立てるよう
な形に変更 した場合,い ずれの場合 も劇の統一性や均整は随分崩されてしまう
だろう。ならば,rロ ミオ とジュリエ ット』の統一性と均整は大小・種類 さまざ
まの事象に見 られる反復・類似・対照によっても支えられているのである。
